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１．研究計画の概要 
１）、前近代史で近年注目されている「ペル
シア語文化圏」という概念を踏まえ、その近
世から近現代（16～20 世紀）における変容
を明らかにする。近世はペルシア語文化圏の
盛期であり、文化的価値観を共有するイラン、
インド、中央アジア、アナトリアで盛んな文
化交流と人の移動が見られた。このペルシア
語文化圏において、近代以降の、言語や民族
が形成され、国民国家が建設されるのである
が、こうした共通の文化はどのように変容し、
再定義されたのかを示す。 
2) 具体的には、以下の３点を海外調査によっ
て、達成する。①ペルシア語文化圏関係の資
料の収集、②現地研究者との交流と意見交換、
③ペルシア語とその周辺言語の実態調査． 
①は世界最先端の研究を遂行するためには、
日本に所蔵されている資料のみでは不十分
であり、現地等で資料を発掘する必要がある。
②はペルシア語文化圏に関する現在の現地
の見方を明らかにするために、必要である。
しばしばナショナリズムが強く反映される
場合があるが、そのナショナリズムも研究の
対象である。③は諸言語へのペルシア語の影
響、ペルシア語内の方言差を知るために必要
である。 
 
２．研究の進捗状況 
過去、３年間で、研究分担者、連携研究者

のべ 16 回海外調査に派遣した。内訳はイラ
ン４回、インド４回、トルコ３回、中央アジ
ア１回、中国１回、欧米３回である。それぞ
れが専門とする地域のペルシア語文化に関
する貴重な資料が収集されるとともに、研究
者との交流を通じて、各地のペルシア語文化

とその歴史の扱いが明らかになりつつある。
言語の実態に関しても、知見が深まりつつあ
る。国際学会等での報告、国際ワークショッ
プの開催を通じて、その成果も発表されつつ
ある。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
研究分担者、連携研究者が、各地へ海外調査
に派遣し、資料の収集、研究者との交流、言
語の調査に従事し、一定の成果を挙げてきた。
具体的な成果は多数の論文、図書、世界各地
の国際学会での報告等で、発表されつつある。
また、2009 年３月には、モンゴル期に重点を
おいた関連する国際ワークショップも開催
されたため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
最終年度にあたっては、従来の研究活動を継
続するとともに、これまで、やや手薄であっ
た中央アジアに関する調査を遂行する。また、
これまでの成果を出版物の形でまとめるこ
とに努める。具体的にはアジア・アフリカ言
語文化研究所の共同研究プロジェクトと連
携しつつ、国内研究会を開催し、論集の出版
の準備を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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